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起きてはならない最悪の事態ごとの対応方策（全文） 
 
 
 

事前に備えるべき目標   ６ 重大な二次災害を発生させないこと 

 リスクシナリオ 

 ６－４ 風評被害等による地域経済等への甚大な影響 

※人命に直接的・重大な影響を及ぼすリスクシナリオ   

 現在の取組・施策 脆弱性評価 

 【風評被害の発生防止】  

 ＜正確な情報発信による風評被害の防止＞ 
 安全・安心な地元農産品を国内外に広くアピールするため、

市場、販売店などでのプロモーションなどを平時から消費者や

販売業者等に対し安全・安心な県産品の情報発信を行っている 

 
 災害発生に伴う風評被害を防止するためには、何よりも正確な

情報を発信する必要があることから、地元農産品の正確な情報発

信のための仕組みを平時から構築しておく必要がある。 
 海外においては、一部に依然として放射性物質について懸念し

ている消費者等がいることから、引き続き、県などと連携しなが

ら安全性を情報提供していく必要がある。 

 ＜物流関係者との信頼関係の構築＞ 

 美味しく、安全・安心な県産品をＰＲするため、トップセー
ルスや青森フェア等を実施し、県内外の販売関係者と信頼関係

を構築するとともに、消費者に対する情報発信を行っている。 

 県産農林水産物の安全・安心確保に向けて、生産から加工・
流通・販売に携わる関係者と情報を共有するための会議を開催

している。 

 

 災害発生に伴う風評被害を防止するためには、日ごろから本県
産の安全・安心性を積極的にＰＲし、物流・販売関係者や消費者

との強固な信頼関係を構築しておく必要がある。 

 【風評被害の軽減対策】  

 ＜風評被害の軽減対策＞ 
   東日本大震災時には、県産品の安全性を確認するとともに、

消費者の信頼を確保するため、放射性モニタリング調査を実施

し、県のホームページに公表している。 

 
 災害発生等により風評被害が発生した場合には、直ちに正確な

情報を発信するなど被害軽減のための活動を実施し、速やかに風

評被害を根絶する必要がある。 

  



 
 
事前に備えるべき目標 ６   重大な二次被害を発生させないこと 

リスクシナリオ ６－４ 風評被害等による地域経済等への甚大な影響 
 

 

リスクシナリオを回避するための対応方策の概要 

  風評被害等による地域経済等への甚大な影響の発生を防ぐため、平時より県産品に関する正確な情報を発信する体制

の整備や、物流関係者との信頼関係の構築等を図る。 
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 災害発生時における地元農産品の風評被害の防止に向けて、正

確な情報発信のために、県や民間事業者と連携し、情報発信を実

施するほか、海外の消費者等の不安を払拭するため、引き続き、
放射性物質モニタリング調査結果の情報提供を実施する。 

 
県 

事業者等 

 
 

 

 

 災害発生時の風評被害防止に向けて、量販店・スーパーや消
費者等との間にさらに強い信頼関係を構築するため、県と市町村

の連携によるトップセールスの実施や、ウェブサイトの適切な更

新等により、安全・安心性のＰＲの強化を図る。 
 引き続き、生産・流通・販売等関係者との情報共有を図る。 
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災害発生等による風評被害が発生した場合には、平時において
構築された情報発信・連携体制を最大限に活用して早急に正確な

情報を発信し、風評被害を根絶する。 
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